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配慮書手続きにおける意見書の内容（抜粋）

一般の方々からの
意見

車両増加に伴う騒音や排気ガスにより周辺に環境影響が生じる可能性がある
ため、ごみ収集車両は車両更新時に環境配慮型へ切り替えることが望ましい。

井水は周辺家庭が生活用水として利用しており、プラント用水として井水を
利用した場合、枯渇する可能性があるため井水の利用は反対。

集積所を設置し、搬入車両台数削減に向けた対策を講じること。

大分県知事からの
意見

実施計画書以降の手続において、各環境影響評価項目について調査の詳細な
内容や予測及び評価の手法等に係る考え方等を分かりやすく記載すること。

対象事業実施想定区域周辺地域住民等の生活環境への影響を可能な限り回避
又は低減するため、利用可能な最善の公害防止技術等を採用するとともに、
事業の実施について理解を得られるよう、丁寧な説明を行うこと。

≪配慮書手続≫

既存資料から環境
影響を比較整理し
公表
（令和2年度前半）

≪実施計画手続≫

現場調査の内容や方
法等を整理し公表
（令和2年度後半）

≪現場調査≫

周辺環境の大気
や気象、騒音、
生態系等を調査
（令和3年度）

≪評価書手続≫

準備書に対する意見
を踏まえて必要な修
正を行い、最終的な
事業計画を公表
（令和4年度後半）

≪準備書手続≫

現場調査結果を踏ま
え、環境に配慮した
対応策を公表
（令和4年度前半）

９月末迄の間、配慮書手続きを実施し、一般の方々や大分県から意見書をいただきました。
いただいた意見については、『実施計画手続』に反映していきます。

新環境センターができることで環境に影響はないの？？

施設を建設する前に「環境影響評価」を実施し、より環境に配慮した施
設を建設するための計画を作り上げていきます。
また、手続き毎に一般の方からも意見を公募しますので、不安な点があ
れば誰でも意見書を出すことができます。

環境に配慮した
事業計画の策定

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

環境影響評価

用地取得

事業者選定

設計・建設工事

稼働開始

新環境センターは令和９年度
稼働開始を目指しています

≪環境影響評価手続きの流れ≫

◎ 今後の事業スケジュール（案）



生ごみ

金属

ガラス類

プラス
チック類

リサイクル
できない紙類等

新環境センター既存埋立場等 産業廃棄物処理施設

新環境センターではどんなごみを処理するの？？

新環境センターでは、家庭から出されたごみの内、埋立ごみ（ガレキな
ど）以外のごみと事業所（仕事）から出されたごみの内、一般廃棄物に
該当するものが処理されます。

 環境影響評価を実施し、より環境に配慮した施設計画を策定します。

 新環境センターでは主に家庭から出されたごみを処理します。

 事業を営む者から排出された廃棄物は、生ごみ等の一部の廃棄物の

み『事業系一般廃棄物』として新環境センターで処理をします。

 新環境センターには埋立場を整備しません。

可燃物

不燃・粗大物 資源物

埋立物

家庭から排出されるごみ 事業所から排出されるごみ

清掃工場
リサイクル
センター

発生した灰などを
民間施設等で再利用・再資源化

破砕・選別・圧縮・梱包等を行い、
資源等として売却・処理

など

✏ 今回のまとめ


